
広-01・地-06広-01・地-06

広-02・地-07広-02・地-07
広-03・地-08広-03・地-08

広-04・地-11広-04・地-11
広-06・地-22広-06・地-22
広-05・地-21広-05・地-21

広-07・地-23広-07・地-23

広-08・地-24広-08・地-24

広-09・地-25広-09・地-25

広-10・地-26広-10・地-26

広-11・地-28広-11・地-28

広-12・地-30広-12・地-30

広-13・地-32広-13・地-32

広-14・地-33広-14・地-33

広-15・地-37広-15・地-37

広-16・地-38広-16・地-38

広-17・地-39広-17・地-39

広-18・地-43広-18・地-43

広-19・地-44広-19・地-44

広-20・地-45広-20・地-45

広-21・地-46広-21・地-46

広-22・地-48広-22・地-48

広-23・地-49広-23・地-49

広-24・地-50広-24・地-50

広-26・地-52広-26・地-52

広-25・地-51広-25・地-51

広-27・地-54広-27・地-54

広-28・地-55広-28・地-55

広-29・地-56広-29・地-56

地-01・津-01地-01・津-01
地-02・津-04地-02・津-04

広-30・地-57・津-08広-30・地-57・津-08

地-04地-04

地-05地-05

地-03地-03

地-09地-09

地-10地-10

地-12地-12

地-13地-13

地-14地-14

地-15地-15

地-17地-17

地-18地-18

地-19地-19
地-20地-20

地-27地-27

地-29地-29

地-31地-31

地-35地-35
地-34地-34

地-36地-36

地-40地-40

地-42地-42

地-41地-41

地-47地-47

地-53地-53

地-16地-16

津-09津-09

津-02津-02

津-03津-03

津-05津-05

津-06津-06

津-07津-07

液状化マップ液状化マップ
　液状化マップとは、地震の揺れで起こる液状化の可能性が高いと想定される地域を表したものです。
京都府地震被害想定調査結果をもとに、１辺約250ｍのメッシュ単位の地域で、上林川断層地震、郷村
断層帯地震、山田断層帯地震、養父断層地震、三峠断層地震、若狭湾内断層地震の６つの地震時の液状化
危険度を重ね合わせ、最も危険度が高いものを表示しています。

危険度 -高
危険度 -中
危険度 -小
高速道路
国　道
 J   R
 KTR

凡　例

地域危険度マップとは地域危険度マップとは
　地域危険度マップとは、地震によって発生する建物被害の分布を表したものです。

具体的には、「揺れやすさマップ」で示した強さの揺れが起こった場合の、建物被害の

程度（建物全壊率）を表しています。建物全壊率は、１辺約 50ｍのメッシュ単位の

地域に建っている建物の中で何％の建物が全壊するかを示しています。建物全壊率の

数値が大きくなるほど建物が受ける被害が大きくなります。

舞鶴市舞鶴市

地震ハザードマップ地震ハザードマップ

地域危険度マップ地域危険度マップ

地域危険度マップ地域危険度マップ

凡　例

30%以上
20%～ 30%未満
10%～ 20%未満
  5%～ 10%未満
  5%未満

地震避難広場
広域避難所
津波避難所

高速道路
国　道
 J　R
 KTR

建物全壊率

広-01
広-02
広-03
広-04
広-05
広-06
広-07
広-08
広-09
広-10
広-11
広-12
広-13
広-14
広-15

広-16
広-17
広-18
広-19
広-20
広-21
広-22
広-23
広-24
広-25
広-26
広-27
広-28
広-29
広-30

大浦小学校
若浦中学校
朝来小学校
志楽小学校
新舞鶴小学校
白糸中学校
三笠小学校
倉梯小学校
青葉中学校
倉梯第二小学校
与保呂小学校
中舞鶴小学校
和田中学校
余内小学校
吉原小学校

城北中学校
明倫小学校
中筋小学校
城南中学校
池内小学校
高野小学校
旧青井小学校
福井小学校
旧岡田上小学校
加佐中学校
旧岡田中小学校
岡田小学校
由良川小学校
旧由良川中学校
旧神崎小学校

地-01
地-02
地-03
地-04
地-05
地-06
地-07
地-08
地-09
地-10
地-11
地-12
地-13
地-14
地-15
地-16
地-17
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地-20
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地-24
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地-26
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　　　　　地-29
地-30
地-31
地-32
地-33
地-34
地-35
地-36
地-37
地-38
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地-40
地-41
地-42
地-43
地-44
地-45
地-46
地-47
地-48
地-49
地-50
地-51
地-52
地-53
地-54
地-55
地-56
地-57

田井コミュニティセンターグラウンド
野原小学校跡グラウンド
原小学校跡グラウンド
丸山小学校跡グラウンド
大丹生コミュニティセンターグラウンド
大浦小学校グラウンド
若浦中学校グラウンド
朝来小学校グラウンド
舞鶴工業高等専門学校グラウンド
青葉山ろく公園
志楽小学校グラウンド
東舞鶴高等学校グラウンド
海上自衛隊舞鶴教育隊第３グラウンド
竜宮公園
松島公園
貴船公園
三宅公園
北吸公園
しおじプラザ
前島みなと公園
新舞鶴小学校グラウンド
白糸中学校グラウンド
三笠小学校グラウンド
倉梯小学校グラウンド
青葉中学校グラウンド
倉梯第二小学校グラウンド
東舞鶴公園
与保呂小学校グラウンド
海上自衛隊グラウンド
中舞鶴小学校グラウンド
海上保安学校グラウンド
和田中学校グラウンド
余内小学校グラウンド
日星高等学校グラウンド
舞鶴文化公園
清美が丘公園
吉原小学校グラウンド
城北中学校グラウンド
明倫小学校グラウンド
舞鶴公園
西運動広場
西舞鶴高等学校グラウンド
中筋小学校グラウンド
城南中学校グラウンド
池内小学校グラウンド
高野小学校グラウンド
喜多緩衝緑地
旧青井小学校グラウンド
福井小学校グラウンド
旧岡田上小学校グラウンド
加佐中学校グラウンド
旧岡田中小学校グラウンド
加佐運動場
岡田小学校グラウンド
由良川小学校グラウンド
旧由良川中学校グラウンド
旧神崎小学校グラウンド
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津-03
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津-06
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津-08
津-09

田井コミュニティセンターグラウンド
海臨寺
成生集落北東畑地　
野原小学校跡グラウンド
小橋浄水場
海蔵寺
正傅寺
旧神崎小学校　校舎３F
天上川砂防堰堤

広域避難所

地震避難広場
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避難時の留意点
●火の元の確認●火の元の確認

●足元に注意●足元に注意●安否情報を知らせる●安否情報を知らせる

●安全な服装●安全な服装

避難する前にもう一度。
火の元の確認をしましょう。

玄関などに、避難先や安否
情報を記したメモを貼って
おきましょう。

長袖、長ズボンなどの安全な
服を着用し、建物のそばを避
けましょう。

ブロック塀、ガラス、
切れた電線等に注意
しましょう。

○
○
避
難
所
に

い
ま
す
。

●階段から避難●階段から避難
避難時はエレベーター
を利用せず階段から避
難しましょう。

非常時持ち出し品

水

衣類・タオル 救急用品、医薬品 オムツなど衛生用品

ラジオ・懐中電灯
靴・笛

非常食

通帳、運転免許証など貴重品 現　金 携帯電話

　非常時持ち出し品をリュックサック等に入れて、事前に
準備しておきましょう。非常食などの備蓄品は、家族が３日
間程度過ごすために必要な量が目安です。

液状化とは

地中の様子
地中の様子

地中の様子

地震前 地震時 地震後

　液状化とは、地下水位が高く、ゆるく堆積した砂地盤など
が地震により激しく揺れると、土の粒子が水と混じり合っ
て、一時的に液状のようにやわらかくなることをいいます。
海岸や河川沿いに広がる低地部で液状化の可能性が大きく
なると予想されます。

砂などの粒がお互いに
くっついて、その間に
水がある状態

砂の粒同士が離れて、
水に浮いた状態

バラバラになった砂の
粒が沈んで、地面に水
が出てくる状態

0 4,000m2,0001,000

1：45,000

耐震化の重要性
　阪神・淡路大震災では、直接被害者の約9割の人の死因が建物や家具の倒壊による
窒息死・圧死でした。なかでも昭和56年以前に建てられた古い建物は、倒壊するおそ
れが高いことが分かっています。地震対策で、自分の家の耐震性を知り、倒れない家
にすることは重要です。
　舞鶴市では、木造住宅の地震に対する安全性の向上を図り、「災害に強い安全で快
適な住宅・住環境づくり」を推進するため、その費用の一部を助成しています。

その他 2％ 10％焼死・
熱傷死

88％窒息死・圧死 

※上記以外にも募集する戸数や対象となる要件があります。
　詳しくは、舞鶴市役所 建設部 建築住宅課 0773-66-1050（直通）までお問い合わせください。

耐震診断士派遣 耐震改修費助成 簡易耐震改修費助成
対象住宅

対象者

詳　細

助成内容

市内にある、昭和56年5月31日以前に建設された木造住宅

住宅の所有者又は居住者 住宅の所有者又は居住者、市税を滞納していない人

【内容】
市から耐震診断士を派遣し、
耐震診断を行います。

【自己負担】
１戸につき3,000円

【助成額】
耐震改修費用の4分の3の額
（限度額90万円）

※ 申し込み前に耐震改修工事を
着工している場合は、助成対
象外です。

※ 申し込み前に簡易耐震改修工
事を着工している場合は、助
成対象外です。

【助成額】
簡易耐震改修費用の 4 分の 3 の額
（限度額30万円）

【対象工事】
建築士による耐震診断の結果、
評点が 1.0 未満と診断された木
造住宅に対して行う耐震改修工
事等で、評点を原則 1.0 以上に
向上させるもの。

【対象工事】
市内に本社・本店を有する事業
者と契約を交わして行う木造住
宅の簡易耐震改修工事等で、耐
震性を向上させる簡易な改修を
行うもの。

ブロック塀で
なく生け垣を

タンスなど背の高い
家具はＬ型金具や支
え棒で固定する。

基礎を補強する。

柱、梁、土台を補強する。

筋交いを入れる。

常時水を貯めておく。 火元に消火器を設置。 ガラス飛散防止
フィルムを貼る。

扉に留め具をつ
ける。

揺れるものはひもで固定。

枕元には懐中電灯、ラジオ、靴、
笛などが入った袋を用意する。

屋根瓦やトタン屋根を点検。
危険なものは固定するか、
専門業者に依頼して修理、
交換する。

アンテナはしっかり
固定しておく。

プロパンガスボンベは
上下２本の鎖で壁に
しっかり固定する。

壁や基礎にひび割れなどがないか、
腐ったり、シロアリに食われたりして
いないか点検する。

カーテンは防炎加
工のものにする。

非常時持ち出し袋を
常備する。

家の内外の地震対策
　地震対策は皆さん一人ひとり
や家族が協力して普段から備え
ておく必要があります。建物やそ
のまわりにあるもの、家の中の家
具やガラスなど、地震に対する
安全性についてチェックし、補強
や配置換えなどを行っておきま
しょう。

わが家の備えを再点検しましょう

非常時持ち出し品

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。（承認番号 平 24 情複、第 670 号）


